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正課剣道の指導

一試

恵土

論一

吉孝

本稿では昭和56年に文部省が刊行した「剣道

指導の手引き」に例示された中学校における学

習内容を「試合における発現打突や有効打突」

あるいは「配当時間」などから検討し，最も適

切な学習内容（技術を中心）を精選すると共に

指導計画、指導案を，示すことをねらいとする。

－本論－

１精選されるべき学習内容の根拠

１発現打突
９）

文部省が示した中学校の学習内容|ま表１に示

したように種類は多彩である。したがって，こ

－序論一

剣道は「日本古来の剣術をスポーツの形式で
１）

行うものである」と言われるように日本人に

とっては昔から親しまれてきた伝統的なスポー

ツである。

にもかかわらず正課体育で剣道の指導を行う

際，あまりにも指導者や指導法，施設に恵まれ

ていないのが現状である。例えば文部省体育
２）

局の報告によれば，昭和52年現在で中学校でlま

指導しにくいものの運動領域にダンスや器械運

動(19.6％）を上回って第１位に剣道（19.7％）

があげられている。また高等学校においてもダ

ンスや器械運動と同じ18.9％で第１位にランク

されている。
３）

更に，昭和54年８月の新聞報道によれば，体

育教師のうち剣道有段者は中学９％，高校15％

と少数のうえ，柔・剣道場が整備されているの

は全国10,150校の公立中学校のうち，わずか約

７％（713校）である。

このような状況下を憂慮した文部省は，昭和

56年に中学校46校，高等学校１校を格技推進校
２）

として迫ｶﾛｵ旨定したり（慨存推進校を合せると

209校）有段者の指導者を得るために特別な法
４）

令を制定し資格認定試験を行ってし､る。また文

部省は指導しにくい剣道教材を効果的に指導す

るために新学習指導要領の趣旨に基づき「剣道
９）

指導の手引き」を昭和56年に刊行し，便宜をlよ

かっている。にもかかわらず依然としてその成

果は十分とわ言えないのである。その理由は主
２）

として教師の魚l道に対する理解や技能の不足が

原因で，学習内容の精選が適正になされていな
１１～２０）

し､ためと考えられる。

表１中学校の学習内容9）

この癌

ｎ面一面．小手－１１可．Ⅲ

引言Ｈ

必Ｉ

亜函吸や用、｡．ⅡＨ轆の歪4告と洞間



金沢大学教育学部教科教育研究114 第２２号昭和６１年

中学生の発現打突８表２ 高校生の発現打突８表３
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９）

の内容もご中学校に配当された時間数や生徒の実

態に合せて検討すると，非常にむずかしい技や

適切でない技を除くことが必要となる。
８）

表２．３に示したものIま恵士らｶﾐ中・高校生

140名を対象に試合時に発現される技を調査し

たものである。最も多く使用されている技は中

学生においては，とび込み技36.3％，次いで引

き技29.0％，連続技17.6％であり，高校生では

中学生と同じく最も多く使用される技はとび込

承技36.2％，次いで引き技28.4％，連続技9.

3％である。

とび込み技と引き技，連続技の三つの技だけで

全体の８割強（高校生７割強）を占めているこ

とが注目される。このような傾向は剣道界最高
７）

レベノレの全日本剣道選手権大会においてもほぼ

同じ傾向を示している。（表４）

逆に最も少し､使用技は中学・高校生とも片手

技や上段技である。
８）、

表５．６Iま,しかけられた技のうち有効な打突

となった技である。

とび込糸技が中・高校生とも最も多く中学生

では35.0％，高校生では35.1％である。次いで

多いのが引き技で中学生で22.1％，高校生では

表４一流選手の発現打突7）
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表５中学生の有効打突8） 表６高校生の有効打突8）
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出ぱな技14.0％となっている。中学生ではとび

込承技と引き技の二つの技を合計すると約５割

強を占めている。一方最高のレベルにある全日
７）

本選手権大会で|まとぴ込み技21.3％と最も多

く，次いで出ぱな技19.1％，抜き技17.0％（表

７）でほぼ中・高校生と同じ傾向を示している。

以上，中学生から一流選手までの発現打突か

ら学習内容を検討した場合に，１年生ではとび

込承技，引き技（面・胴)，連続技（小手一面）

を中心に行い，学年が進むにつれて，面返し

胴，小手すり上げ面を加味することが望ましい

といえよう。応じ技を加味するねらいは応じる

技術を理解させるために行う（十分体得出来な

くてもよい｡）ものであることを留意されたい。

２動作様式

剣道の動作様式はしかけていく場合と応じる
１）

場合とIこわけることができる。しかけていく場

合はおおむね中段の構えより左足のけりによっ

て右足からとび込んで相手の隙を打突する動作

様式となり，この時相手との距離が非常に接近

した場合には引く動作（引き技）となり，十分

接近しない場合には更に前に出る（連続技）動

作となる。一方応じる動作様式は相手のしかけ

表７一流選手の有効打突8）
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た技に対して動作様式が決定され，前に出る場

合や引く場合がある。

しかけていく動作様式においては自己の調節

の糸が要求されることから比較的単純な動作様
１５）

式である。しかし応じる動作様式においてIま相

手の動作に合せた動作様式が要求されることか
１５）

ら複雑rl：動作様式を要求される。したがって動

作様式から検討した場合にはとび込承技を中心

に学習内容を考え，接近した場合には引く技

を，接近しない場合は連続技を考えることが望

ましいといえよう。

３配当時間

中学校における保健体育科に割当られた時間

数は各学年105単位時間で計315単位時間となっ
９）

てし､る｡このうち各学年に充てる授業時数は第

１，第２学年95単位時間，第３学年70単位時間

である。各領域別では第１・第２学年は10～３３

％，第３学年で15～40％とされている。この比

率を時間数に換算すると第１・第２学年で10～

33単位時間，第３学年で11～28単位時間となる。

各教材や各領域別を考慮すれば各学年とも15～

20単位時間が適切ということになろう。

４その他

(1)しない操作

しなし､を巧糸に操作するために，上下す振

り，斜めす振り，正面打ちす振り，跳躍す振

り，左右面打ちす振りなどの学習法がある。い

ずれも学習させたいが，多くの種目を行うと，

動作手順を覚えることに意識が集中し，最も大

切な巧糸にしないを操作する学習が不十分とな

る。したがって，上下す振り，斜めす振りの二

種目に限って学習させることが適切といえよう。

(2)体さばき

体のさばき方には，送り足，開き足，継ぎ足

歩承足などの方法がある。開き足，継ぎ足，歩

糸足は，学習させなくともごく自然に出来る動

作である。しかし，送り足は剣道独得の体のさ

ばき方であると同時に，最も難しく，重要な動

作であるので送り足を中心に学習させる。

(3)構え

構えには，上段，中段，下段，八相，脇構え

の五つがある。しかし，入相，脇構えは，独特

の構えであるから，剣道らしい動作を能率的に

学習させるためには，これらについては説明す

る程度にとどめることが必要である。また，上

段，下段の構えは，時として対人的動作で用い

られることがあるが，隙の多くなる構えである

から，出来るだけ用いないように指導するとと

もに，攻防に最も適している中段の構えを中心

に学習させることが適切である。

(4)打ち返し（切り返し）

打ち返しは，剣道技術の最も大切な動作とさ

れている。その理由は，打ち返しを行うことに

より，正しい体のさばき，手の内，打突などが
１）１２）１３）１４）

体得できる力勤らであるという。従来のどの指導

書を見ても，打ち返しは上述した理由などから

最初に必ず，行うように示されている。しか

し，剣道の学習で一番重要な内容は，対人的動

作としての技術「相手を打ち，突く。相手の打

突をかわす。かわして打つ｡」である。この点を

踏まえれば，打ち返しに要する時間を面打ち時

間に用いることの方が能率的である。従来から

打ち返しによって，正しい体のさばき，手の

内，間合，打突などが体得出来ると言われてい

るが打ち返しによらなくても面打ちの学習に

よって十分体得出来るので打ち返しを除くこと

が望ましい。しかし時間が十分あれば行う。

Ⅱ精選されるべき学習内容とその指導

精選される学習内容は剣道技術の中核と基礎

的な条件（間合）を具備していることが必要で
１０）

あり，な才sかつ，学習によって他教材の学習へ

と発展しうる可能性があることが条件である。

発現打突の状況や有効打突の取得状況あるい

は，動作様式，配当時間などを考慮すれば，能

率的，効果的な学習内容の骨子並びにその具体

的な指導は大旨以下のように示すことができる。

１学習内容の骨子

剣道競技は防具を着装した上で相対した相手

と相互に決められ･た部位，面，小手，胴，突

をしないの打突部（しないの柄より先÷）で
１）

打突し合うのである。したｶﾐって食Ｉ道における

学習内容は準備局面として①構え②しない操作
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表８ 足の構え方

しないの握り方

中段の構え

構え■
Ｉ

準
備
局
面
一

１
間（相手との距離）
相手とのかけひき

相手の構えを崩す

近間

体さばき（送り足）

掛け声

上下・斜めす振りしない操作

しかけて相手を…＜篝雛離し胴，主
局
面 相手の打突をかわす 防ぎ方（面・小手・胴）

相手の打突をかわして打突するく三雲鰹で翌－－面）
～返し技（面一胴）

を入れて握らせ右挙は左挙より約15cm離して鶏

卵を握る程度に力を入れさせる。性々にして肘

を伸ばしすぎたり，肩に力を入れやすいから両

肘を軽く曲げさせて肩の力を抜かせる。

ｂ中段の構え

中段の構えは右足前，左足後にした状態でし

ないを握り（しないの握り方参照)，剣先を相

手ののどの高さにつけさせるとともに左挙をへ

そより前約10～15cmに保たせる。

剣先が高くなりやすいので剣先の高さを相手

ののどにつけさせる。（写真２）

③間④相手とのかけひき⑤相手を崩す。次に主

局面として⑥しかけて相手を打突する⑦相手の

打突をかわす⑧相手の打突をかわして打つ。の
１０）

８種類lこ分けられる。（表８）

２指導

（１）準備局面の指導

Ａ構え

ａ足の構え方，しないの握り方

足の構えの指導は通常の歩行をさせ，右足が

前に出た時に停止させる。初心者は両踵をつ

け，左足先が真横に向き易いので（写真１）左

足踵をやや浮かし，右足と左足の前後の間隔を

25～30cm程度にする。左足先を意識的に真直前

に向けさせる。

しないの握り方は，柄頭を左手小指の方に力

写真２剣先をのどの高さにつける

Ｂ間（相手との距離）

間には「一足一刀の間」「近間」「遠間」の三

つがある。このうち初心者段階では近間（相手

と相対した時の距離約200cm）をとらせる。恐

怖心から打ち間が理解できずに遠間や－足一刀

の間から打突し，上肢と下肢とのバランスを崩写真ｌ悪い足の構え
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いを振り下ろした時に左半身になり易いのでこ

の点も注意させる。

しやすい（気剣体一致の動作ができない）ので

常に近間から学習者が打突動作を行っているか

どうかを注意する。

Ｃ相手とのかけひき

柔道において「押さば引け，引かぱ押せ」と

いう言葉があるように相手が強く攻めて来た時

は引き，弱気で引く時は前に出る。また左から

の攻めは体を右に，右からの攻めは体を左にか

わす。これらの動作によって自分を有利に導く

ことが大切である。

初心者段階でのかけひきは，相手が強く攻め

て来た時は後退し，相手が引けば前に攻め込む。

住々にして相手とのかけひきを無視してその場

から強引に打突をしやすいので必ず「送り足」

によって前進・後退を行わせる。

Ｄ相手の構えを崩す。

相手の構えを崩す方法はフェイントによる場

合，相手のしないを左右・上下に押さえたり，

払ったりする場合，気勢（気合・掛声）による

場合がある。

初心者段階では中段の構え（近間）から十分

掛声をかけさせて相手の構えを崩すようにする。

相手のしないをむやdZAに押さえたり，払ったり

しやすいので肩の力を抜かせて打たれてもよい

心境で行わせる。

Ｅしない操作

しないの操作にはいろいろな方法がある。しか

し配当された時間や生徒の理解度を考慮して，

上下す振り，斜めす振りの指導だけにとどめる

ことが必要である。

上下す振りの要領は中段の構えから一歩前進

しながらしないを大きく，ゆっくりと背まで振

りかぶり，次いで大きく床上30cm程度まで剣先

を振りおろす。

斜めす振りの要領は上下す振りとほぼ同じで

あるが，しないを途中から斜め45度に振り下ろ

す。

上下す振りも斜めす振りも前進・後退をしな

がら上記動作を反復する。

留意する点はしないを振り下ろしたり，振り

かぶった時に肩や手首に不必要な力を入れ易い

から力を抜いてしなし､を操作させる。またしな

（２）主局面の指導

何といっても剣道運動の学習の中核は巧永に

打ち，突き，かわす，ことが中心となる。

Ａ打突（しかけて相手を打つ）

打突には，とび込んで打つ技と引いて打つ技

とがある。前者には基本打突，払い技，かつぎ

技，二，三段技，片手技，上段技，出ぱな技が

あり，後者には引き技がある。

ａ基本打突

打突指導の共通的なポイントは最初に気剣体

一致した動作を体得させるために,．近い距離か

らとび込歌足を使って打突部位を打たせる｡･気

剣体一致した動作がある程度できた段階から

徐々に距離を遠くする。・しないを振りかぶる動

作は最初は小さい動作でゆっくりと行わせた

後，徐々に大きな動作で素早く行わせる．

●面，小手

中段の構えからその場で小さくしないを振り

かぶらさせると同時に右足を床から離させる。

次いで左足のけりによって半歩とび込承ながら

振りかぶったしないを振り下ろして右足着床と

同時に面，あるいは小手を打たせ，その後送り

足をさせる。

初心者は力まかせに面や小手を打ちやすいの

で次の点を留意して指導する。右足でとび込ん

だ際に床を強く踏承つけ，体を上の方に浮か

せ，その後，送り足を正確に行わせる｡･打突時

に両腕を前に伸ばすようにし，両腕が下がりす

ぎないようにする｡･打突時に腰が引けないよう

にする。

●胴

中段の構えから，その場で小さくしなし､を振

りかぶらさせる。次いで左足のけりによって半

歩とび込承ながら振りかぶったしないを斜めに

振り下ろして右足着床と同時に手首を返して胴

を打たせその後送り足をさせる。胴を打つ際に

手元を引いて打ったり，その場で止まって打っ

たり，あるいは真横に移動しやすい。したがっ

て指導のポイントは.打突時に両腕を前に仲ぱ
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ポイントは，最初の打突が完了したときには次

の打突への準備が完了していること。具体的に

lま小手を打った後，左足を右足の後に素早く引

きつけて一旦ここで動作を中断させ，次いで面

を打たせる。

●小手一面

中段の構えから右足より－歩とび込糸ながら

しないを小さく振りかぶり，相手の小手を打つ。

相手はしないを右に移動して小手を防ぐが，こ

のとき防がれたしないをすかさず振りかぶると

ともに右足より－歩とび込承面を打つ。面を打

つ動作が大きな動作となりやすいので最初の打

突が失敗してしないを振りかぶる際に小さく素

早く行う。

●小手一胴

中段の構えから右足より－歩とび込承ながら

しないを小さく振りかぶり，相手の小手を打つ。

相手はしないを右に移動させて小手を防ぐが，

このとき防がれたしなし､をすかさず小さく振り

かぶるとともに右足より右斜め前に半歩とび込

承ながら左斜めにしないを振り下ろして相手の

胴を打つ。胴を打つ時に平打ちになったり，元

打ちになったり，体を真横に移動しやすいので

・右手首を十分返して打つ。・最初の小手打ち

後，胴を打つためにしないを大きく振りかぶり

やすいが小さく鋭く振りかぶる。・体を右斜め

前にさばく時，腰のひねりを使って右足より素

早く移動する。

Ｂ相手の打突をかわす

剣道においては原則的には，かわす（防ぐ）

だけということばない。しかし，相手の攻撃に

対して正しい動作で防御のできることは極めて

大切なことであり，これはまたかわす技（応じ

技）への発展過程としても意味のあることであ

る。

防ぎ方を指導する際に共通的に大切なポイン

トは・体のさばきをともなって行う。・相手の

打突速度にタイミングを合わせる。

ａ面の防ぎ方

中段の構えから左手を左乳頭部，右手を顔面

に引き寄せて相手のしないを斜め上方にはね上

げるような気持ちで行う。両腕を大きく上にあ

写真３腕を引きながら打つ悪い胴の打ち方

すようにし，手元に引かないようにさせる。

（写真３）・右足でとび込んだ際に床を強く踏

承つけ，体を上の方に浮かせるように指導し，

その後，送り足を正確に行わせる。・胴を打つ

際に正しく右足を右斜め前に踏承込ませる。

ｂ引き技

この技は相手と接近した時，あるいはつばぜ

り合いになった場合に体を後ろに引いて打突す

る技で共通的に大切なポイントは.つぼぜりで

押し合わない。・引き足を素早く行い打突後相

手との距離を十分とる。

●引き面

つばぜり合いからしないを頭上に振りかぶ

り，左足より体を後方に引き，面（あるいは小

手）を打つ。つばぜり合いから押し合いになる

と元打ちになりやすいので・肩の力を抜いて正

しいつばぜり合いをさせる。・技をしかける

時，相手の手元を押しすぎない。

●引き胴

つばぜり合いから左足より体を後方に大きく

ひきながらしないを左斜めに振り下ろして相手

の胴を打つ。元打ちになり易いので引き足を素

早く行い，正しい打突部で正確に打つ。

ｃ連続技（二段技）

二段技は最初の打突が失敗した場合に次の打

突で勝ちを制するための技で，共通的に大切な
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げて面を防ぎやすいので，できる限り両手両腕

をあげないようにする。

ｂ小手の防ぎ方

中段の構えから右手をやや右斜め前に出して

相手のしないを裏から小さく鋭く斜め上方には

ね上げるような気持ちで防ぐ。しないを真横に

移動して小手を防ぎやすいので中段の構えから

右手を意識的に右斜め前に出すようにする。

ｃ胴の防ぎ方

中段の構えから右手を右下に移動させ，相手

のしなし､を右下方に打ち落とすようにして防ぐ。

恐怖心から手や腕を引いて胴を防ぎやすいの

で相手の動作をよく見ながら肩や腕の力を抜い

て防ぐようにする。

Ｃ相手の打突をかわして打つ

かわす技（応じ技）には相手のしかけた技に

対して体をかわして空を打たせる技と，相手の

しないを自分のしないで直接防ぐ技とがある。

前者，後者とも相手が打突後，立ち直らないう

ちに打突して勝ちを制する技であり，前者に属

する技として抜き技があり，後者には返し技，

すり上げ技，打ち落とし技がある。これらの技

を指導する際に共通的に大切なポイントは相手

の打突コースを打突直前に察知することである。

ａ抜き技

この技は相手の打突を体をかわして空を打た

せ，隙ができたところを打つ技である。抜き技

に共通するポイントをあげれば,．常に先の気持

ち（相手が動いたら打つぞ！という気持ち）で

相対するとともに剣先で相手の手元なり，剣先

を殺して積極的に攻める。．抜く動作と打つ動

作を－拍子で行う。．抜き技で最も大切なこと

は相手の打突コースが変更できない時点をとら

えて体をさばくことである。具体的には打突部

位20～30cmあたりに相手のしないが位置したと

きに体をさばくことが大切である。・体を後方

にさばく場合は距離を必要最小限にとどめる。

●面抜き胴

相手の面打ちを右足より体を右斜め前に出し

ながら空を打たせ，すかさず相手の胴を打つ。

（写真４）右斜め前への体さばきは体が真横に

ならないように行うとともに右手首を返して正

写真４正しい面抜き胴打ち

しい刃筋（弦の反対側）で打つ。

ｂすり上げ技

この技は相手の打突を自分のしないのしのぎ

ですり上げるとともにすかさず相手の隙のでき

た部位を打つ技である。

すり上げ技に共通するポイントをあげれば・

技が小さいので手首，肘関節を円滑に使う。そ

のためには上肢筋の緊張，弛緩の切替えをス

ムーズに行うことが必要である。・相手のしな

いを十分引きつけた後，すり上げる。・すり上

げるとき必ず体のさばきとともに行う。・しな

いを振りかぶる過程ですり上げを行う。そのた

めにしないの振りかぶりは半円を描きながら

行い，この半円の１点ですり上げる。・すり
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上げる動作と打つ動作を－拍子で行う。

●小手すり上げ面

相手が小手を打ってくるのを，右足より半歩

前に出ながら相手のしないを自分のしないの右

側で左から右へすり上げ，すかさず右足を踏承

込承，相手の面を打つ。（写真５）すり上げると

ぎ，右挙を右斜め前に突き出すように行う。

写真６正しい面返し胴打ち

際には間合い（距離）を考え，体をさばきなが

ら行う。・相手の打ちを待って応じようとする

と応じる動作が遅れやすいので常に先の気（攻

撃的）を持っていることが大切である。・相手

のとび込んでくる速度と距離に合わせて体をさ

ばく。．応じる動作と打つ動作を独立させず－

拍子で行う。すなわち応じ返す動作の過程で相

手のしたいを受ける。・上肢，手首，肘関節を

柔軟に使うことが必要であり，そのために上肢

筋の緊張，弛緩の切替えを円滑にする。

●面返し胴

相手の面打ちを右足より右斜め前に出しなが

ら相手のしなし､を自分のしないで応じ（受け）

すかさず手首を返すと同時に左足を右足に引き

写真５正しい小手すり上げ面打ち

Ｃ返し技

この技は相手の打突を自分のしないで応じ

（受け)，打突動作によって生じた相手の隙を

手首を返して打ち返す技である。

返し技に共通するポイントをあげると．相手

の打ちに応じる際，その場で相手のしないに応

じると打突部で返すことが難しいから，応じる
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寄せながら相手の右胴を打つ。（写真６）胴を

打つ際に腕や腰を引いて，しかも真横に体をさ

ばいて打ちやすいので，右足より右斜め前に体

をさばきながら十分腰をひねるとともに腕を前

に出して打つ。

る。

往々にしてす振りや送り足などの分習的学習

と多種類の技を学習させすぎるが，剣道の特性

は「打つ」ことと，「かわす」ことが技術面では

特色であるから，この点を十分理解した上で少

種類の技でよいから打つ，かわす動作を対人的

に学習させることが重要である。

中学２．３年生段階では，新しい技を１，２

追加させるが，あくまで少種類の技で対人的動

作を学習させる。しかし，時間の経過とともに

同じ技でもより巧く承に，正確なな動作を学習

させるように指導する。

一般に「進んだ段階」や「更に進んだ段階」

へと進むにしたがって多種類の技術を学習させ
１１．１２）

やすいが，このような指導でIま剣道で最も重要

な対人的動作の習熟が十分なされないのでこの

点を注意して指導計画を作成することが大切で

ある。

Ⅲ指導計画作成の考え方

後，述1Vにおいて，中学校における剣道の指

導計画を示した。その学習内容を生徒の能力や

配当時間などに応じて段階別に指導することが

能率的，効果的である。すなわち中学１年生段

階では剣道に対する理解が皆無に等しいから，

まず剣道についてその概略を説明しなければな

らない。次いで剣道独特の諸動作を説明し体得

させることが必要である．技術面としては「打

つ」こと「防ぐ」ことを大旨できるようにさ

せ，簡単な試合や審判ができるように学習させ

表９中学１年生における剣道指導計画 （50分授業・１５時限を想定）
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表１０中学２年生における剣道指導計画 （50分授業・１５時限を想定）

受栗閉妊

ｌＩｌＪｌｈ

j分持頁皀・１０時限方頽弄きき1１曰＝表１１中学３年生における剣道指導計画（50分授業・１０時限を想定）
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ぎ
し
ノ

習
引
返

復
と
ち

剛
肪
川
ど

前
打
技
な

Ｉ
ｒ
、

'面返し胴打ち

)打ち込み練習

)互格練習

･小手すり上げ
面打ち

．打ち込み練習

･小手すり上げ
面打ち

･互格練習

･簡易試合と審
判法

･小手すり上げ
面打ち

｡打ち込み練習

･面返し胴打ち

･互格練習

.勝抜き試合と
審判法

･ＶＴＲをみせる

● 東西対抗試合
と審判法

トスーフ●

応
じ
技
を
テ
ス
ト
す
る
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＜中学１年生の指導案＞Nul第１時限

8111 顕めて簡嘩 ■■ｆｌ

泪具などの轄理、轄頓力

凍習態.： ソ）可ＦｔＤ

EH其の名 型的

夢領方'全，

弓道順序……①四列横隊に整う ③前後の間隔を３ｍ程届」刊

④主

畳り、体佃

⑤切先は大体０羽め万I工抜き方のＺｎ｢の''1日閂

⑥視線は相手の目０ 会佐、｢民

ｌＥゲCｌ

ＤＰ，

旨道順序……①両手を腰 圃E万llUf臣口９Ｗ

弓道順序……①二万Ⅱ構防 ②手を腰

回。③右Ａ 弓岸冴孑‘菱の目然体り 缶

の後送り足 ヨ人

。④二列横隊で向い合麦、ｆ卒を上の万Iこ’

⑤

階jZAi入ゑ補助老０．、号干ｒ－ﾉＩ－ＭＵ

、伝 DDH、 区しZ又仮

７）閲！ ？

階。二'二ｷｰとＣＯIIP

3）轄理ｉ車勘

＜中学１年生の指導案＞NL2第２時限

らねい
剣道を理解させる。
基本打突を体得させる。

学習内容
展開
時間 学習活動と指導

３
５
羽

０
３

３
３

１

･剣道の概要について極めて簡単に話し、それを理解させる。

．礼儀正しく真剣に行うこと。用具などの整理、整頓などを正しく行うこと
の大切なことについて話す。

･実物を示して理解させる。

･坐礼と立礼の要領を会得させる。

指導順序……①四列横隊に整列させる。②前後の間隔を３ｍ程度とらせる。

③左手にしないを持たせ、左腰につけさせる。④右手をつば側いつぱいに
握り、体側にそってしないを体の前に構えさせるとともに左手をつか頭い
つぱいに握らせる。納め方は抜き方の逆の順序に行う。⑤切先は大体のど
の高さにつける。⑥視線は相手の目の高さとし、全体を見る。

指導順序……①自然に歩いて右足前で止った姿勢をとらす。（隊列はしない
の提げ方と同じ）

指導11項序……①両手を腰にして前進後退をさす。（隊列は中段の構えと同、

指導順序……①二列横隊をつくる。②手を腰にして送り足をさせる。４～５
回。③右足前・左足後の自然体の構えから右足をその場から小さく上にあ

げさせ、トハと踏象込ませ、その後送り足をさせる｡ヘニノ型;f些二iヱミ星
踏承込設後、体を上の方にあげさせる。４～５回④二列横隊で向い合
諒鹸r:'薑i拝i抗ﾌﾟｶﾞﾋﾞT、衾彌Ｅ１等､;て~f〕r､ろ手は右上段に構える。⑤打ち手
はしないを振り下ろすと同時に右足を小さく、トハと踏糸込承補助者の
しないを打つ。その後送り足をさせる。この動作を繰り返し反復させる。
この動作がうまくできないと気剣体一致した動作ができないのでとくに留
意して指導する。尚、相手との距離は２ｍ程度にするとともに、踏承込む
距離は大きくしない。

ねらい とび込承足の要領を十分会得させる。

学習内容
展開
時間

学習活動と指導

(1)作法の復習

(2)中段の構えとしな
しないの構え方の

復習

(3)基本打突の復習
面

(4)基本打突
小手

胴

(5)上下、斜めす振り

(6)送り足の復習

(7)整理運動

５
０

０
１
３

４
４
３

１
１

１

･礼のしかた、しないの抜き方、納め方などを正しく行えるように指導する。

･後足先も無理のない程度で前方に向ける。

･肩の力を抜き、小指の方でしないを保持し、親指を下に向ける。

･頭を正常に保つ。

･第１時限で述べた点を十分反復学習させる。

指導'Ｉ項序……①二列横隊で向い合わせる(近距離で)｡受け手はしないを小手の

位置に構える。②打ち手は中段の構えから小さく振りかぶって小手を打つ。

ろﾐi:と)1Ｊ:ｓＱとｇ１後i善Ｕ２星ﾖi皇ｆｉｊごﾆgﾐゑ星～

指導順序……①二列横隊で向い合わせる(近距離で)｡受け手がしないを胴の位
置に構える。②打ち手は中段の構えから両腕を顔面直前まで上げてしない
を振りかぶり（この時、右足も上げる）振り下ろして右足踏ゑ込承と同時

に胴を打つ。③その後送り足を行わせる。

･最初は数回その場で要領を会得させてから、一歩前進・後退を伴なわせて

行う。この時、両手と剣先が身体の正中線に添っていること。しないを強

<握らないで緩やかに行うこと。

･体さばきは滑らかに行い、常に後足の踵が床につかないように注意する。
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＜中学１年生の指導案＞Nu3第３時限

＜中学１年生の指導案＞DIM第４．５時限

聖Ｊ、

コニ１１繭ＴＬ且廟 又ソ、ｒｒｆｆｄＱ，1JⅨ

目得－ずろ禰助繭、上「す裾

竪本打突の復琶

収り級

７格練雷

今いIこ終峠豐古I工そり

庁カユメ苗剖と

、際動作かTFm

皀穆2０

凍雷 写1１ 陣LＧ

M6q>＿雛

典次の人とタ

張りは整理連動に含占ＴＪ

理ｉ軍圃

ねらい 第３時限と同じ。

学習内容 展開
時間 学習活動と指導

(1)準備運動

(2)しないの上下す振り
着面

(3)基本打突の復習

(4)互格練習

(5)打ち込承練習

脱面

(6)しないの_上下す振り

(7)整理運動

５
５
胆

０１
１

５

● 上下す振り、斜めす振りを行う。

．正しいしない操作を習得する補助動作として、体さばきと一致させ滑らか
に行わす。

･第３時限と同じ。
● とび込み打突で練習量を多く行うように取り扱う。
．向い合う距離を徐犬に遠くする。

･第３時限と同じ。

｡稽古はその場で打ち合いに終始しがちになるから、接近したならば速や

かに近間に離れるように指導する。

･相手を２．３回かえる。１回の時間は約１．２分間位とする。互格練習が

終ったならば、つづいて打ち込承練習を行う。その際動作を正確に行うよ
うにする。とくに打突後の送り足を正確に行う。

･四列横隊をつくり、前列一人が前に進永元立ちとなる。残った３人のうち

●

前列から元立ちに対して面・小手・胴を連続的に打ち込む。１人30秒、終

了したならば次の人と交代、打ち手は元立ちとなり、元立ちは最後尾につ
く ｡

しないの上下す振りは整理運動に含めて行う。

わらい 基本打突を習得させ、打ち合いを経験させる。

学習内容
展開
時間 学習活動と指導

(1)準備運動

(2)前次の復習

(3)防具の着脱

(4)基本打突（着面）

面

小手

胴

(5)互格練習
脱面

(6)防具のしまい方

(7)整理運動

５
５

５
Ⅲ
２

３
１
１

● 上下、斜めす振りを行う。

･防具のつけ方は垂・胴をつけ、手拭いを冠ってから面をつけ、次に小手を
右小手からつける。

･道場の広さと生徒数によって適当な位置に相対さす。相互に礼をしてから
右足より進んで相中段となる。

指導順序……①面一受け手（打たせる側）は中段の構えから剣先を右に移動
させて面に隙をつくる。打ち手は近間からとび込んで面を打つ。②小手一
受け手は中段の構えから剣先を左に移動させて小手に隙をつくる。打ち手
は近間からとび込んで小手を打つ。③胴一受け手は中段の構えからしない
上段にとって胴に隙をつくる。打ち手は近間からとび込んで胴を打つ。
練習が終ったならば、相中段からしないを納めて左足より適当な位置に

ひき相互に礼をする。

､互格練習は極めて短時間で相手をかえさせ、２．３回行わす。
(二列横隊にて行う）

防具をつけた逆の順序でとり、垂を一番下にその上に胴、面、小手とかさね
る 。
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＜中学１年生の指導案＞Nu5第６．７時限

坊差＿鯛

＜中学１年生の指導案＞NOb6第８．９時限

ねらい 引き面・引き胴を習得させるとともに試合の要領と審判法を行う。

学習内容
展開
時間 学習活動と指導

(1)準備運動

着面

(2)防ぎ方の復習

(3) 引き面

(4) 引き胴

(5)互格練習

(6)簡易試合と審判法

(7)整理運動

３
５
５

５
０

２
勺
０
▲

Ｑ
０
Ｌ

ｄ
Ｉ
Ｌ

．上下す振り、斜めす振りを行う。

･第６．７時限と同じ。

指導順序……①最初に二列横隊をつくり、打ち手、受け手に分れる。打ち手、
受け手とも正しいつばぜり合いを行う。打ち手はつばぜり合いから体をう
しるにさばきながら、しないを頭上に振りかぶり、振り下ろして面を打つ。

３回程度行ったならば交代さす。②①で要領を覚えならば、相中段の構え

をとらせる。打ち方はとび込んで面を打ったのち手元をさげて軽く体当た
りを行い、次いで引いて面を打つ。受け手は体当りの際打ち手の体を腕で

軽く押し返し面に隙をつくる。

指導順序……①二列横隊をつくり、打ち手、受け手に分かれ、打ち手、受け
手とも正しいつばぜり合いをつくる。打ち手はつばぜり合いから体を後ろ
にさばきながら、したいを頭上に振りかぶり斜めに振り下ろして胴を打つ。

３回程度行ったならば交代する｡②､①で要領を覚えたならば相中段の構え
をとらせる。打ち方はとび込んで面を打った後、手元を下げて軽く体当た

りを行い、次いで引いて胴を打つ。受け手は体当たりの際、打ち手の体を
手元で軽く押し返し胴に隙をつくる。

･練習の際に相手と接近（接触）したならば、直ちに引き面、引き胴を打つ
て一足一刀の間をとるように心掛けさせる。

指導順序……①三人制で多数決制であることを説明し、旗の表示のしかたを
実際に示す。②一組で試合を実際に行わせ先生が模範を示した後、生徒に
行わせる。③有効打突の基準を比較的低いところにおいて判定させる。規
則の詳細についてはできるだけ触れないで一本あったか、無かったかのみ
を学習さす。

わらい 防ぎ方を理解させる。

学習内容
展開
時間

学習活動と指導

(1)準備運動

(2)上下す振り、斜め

す振り
着面

(3)基本打突と打ち込
ZA練習の復習

(4)防ぎ方

面

小手

胴

(5)打ち込糸練習

(6)互格練習

(7)整理運動

５
５
５
５

０
０
０

１
１

１

．上下す振り、斜めす振りを行う。

･第４．５時限と同じ。

･第４．５時限と同じ。

･防ぎ方を理解させる。

指導順序……①二列で向い、打ち手と受け手を決める。②打ち手は相中段の
構えから受け手の面を面打ちの要領で打つ。③受け手は中段の構えからし
ないを手元にひき、打ち手のしないを顔の前で受ける。（互いに役割を交
代しながら行う）

指導順序……①二列で向い、打ち手と受け手を決める。②打ち手は相中段の
構えから受け手の小手を小手打ちの要領で打つ。③受け手は中段の構えか

らしないを右に移動させ小手打ちを防ぐ。

指導１１頂序……①二列で向い、打ち手と受け手を決める。②打ち手は相中段の

構えから受け手の胴を胴打ちの要領で打つ。③受け手は中段の構えからし

ないを右下に移動させ胴打ちを防ぐ。

･第５時限で示した活動を行う。

この時限から受け手は打ち手の打ち込糸を時折防ぐ（防ぐ練習を受け手

は行う)。打ち手はこの時､防がれることを気にせず正しい打撃動作で行う。
とくに打ったあと正しく送り足を行う。

･相手の打ちを防ぐとともに、すぐ打ち返すように心掛けさせる。
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N0.7第１０．１１．１２時限く中学１年生の指導案＞

１句正リーＦＦＰＭＯ－リイ疵

権Iこ卒 司囚EAで

言囚學順序……①二列横陽 ②i斤間

]Tヨの

：ちの‐目で由J扇ＣＤ~Ｕ言プセ向Ｉｒ

司導順序……①小手一面打ちの要Ｉ領で指導弓

蔓jZLgL6h壬、:j2L奥嘆ｺﾐﾉ逗乏
を中止する。次いで面打ちの際に

g８．９時l狼の復古

第８．９時l促の復琶

＜中学１年生の指導案＞Nq8第13.14時限

『Ⅲソ、亦昌Ｍ、，］砥

刀際一才T牢勵

試合の作法は練瞥 ■■

Z）１m台凸

号令でTＦＥＷ

鏡刀■宋晋 ・・皆1（

明快Ｉこ勝ち穿表

判胴Ｚ

互いに試合者となり覇 瓦又は三本勝負の試合

＜中学１年生の指導案＞N0.9第15時限

わらい 二段技の要領を体得させるとともに試合審判法を復習させる

学習内容
展開
時間 学習活動と指導

(1)準備運動

着面

基本打突の復習

(3)小手一面

(4)小手一胴

(5)互格練習

(6)試合並びに審判

(7)整理運動

５
焔
２

０
３
５

１
１

．上下す振り、斜めす振りを行う。

･正確に各打突部位を打てるように指導する。
体得さす。

とくに気剣体一致した動作を

指導順序……①二列横隊から打ち手と受け手に分かれ、相対する。②近間か
ら受け手がしないを左に移動させ､小手に隙を作る。打ち手は隙のできた小
手をとび込んで打つ。次いで受け手は左に移動させたしないを右に移動さ
せて面に隙を作る。打ち手は隙のできた面をとび込み面打ちの要領で面を
打つ。

指導順序……①小手一面打ちの要領で指導する。担し小手を打ったあとは受
け手が腕を上げて胴に隙をつくるのでその胴を打たせる。
蟻 連錘奨EとJLjsi蕊【土②Gﾐ/とL壌麺gL6h壬1.U2j2LJご」唾ｺﾐ足41;LJJeまし

･第８．９時限の復習をさせる

．第８．９時限の復習をさせる

ねらい 審判法と試合を十分経験させる。

学習内容
展開
時間

学習活動と指導

(1)準備運動

着面

基本打突

(3)打ち込朶の復習

(4)試合

(作法）

(審判法）

(5)整理運動

０
５

３
１
３
２

．上下す振り、斜めす振りを行う。

･基本打突から続いて打ち込染練習を行わせる。その際、打突動作をとくに
充実した気勢で行うように注意する。

･試合の作法は練習と時と同じ要領で行い、相中段に構えて審判の「始め」
の号令で正確に行う。

･有効打突の判定を正確に行わせる。

主審は競技者が約束部位をしないの約束部位で打ったと判断したならば、
右（左）手を挙げて打った部位を言って明快に勝ちを表示するようにさ

させる。

･道場の広さに応じてグループを作り、それぞれのグループで円陣を作って
互いに試合者となり審判員となって一本又は三本勝負の試合を行わせる。

ねらい テストを行う 。

学習内容
展開
時間

学習活動と指導

(1)準備運動

上下す振り

(2)面、小手、胴打ち
のテスト

(3)整理運動

５
妃

２

．十分準備運動を行う。

指導順序……①二人一組で向い合わせる。②打ち手と受け手にわける。

③打ち手は面、小手、胴打ちをそれぞれ３回打ち込む。④受け手は打ち込
み練習の要領で各打突部位を打たせる。

※評価の基準は気剣体一致した打突の優劣で判定とする。
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の－部は体育科教育第33巻（大修館，1985）に

発表した。

Ⅳ指導計画と指導案

１指導計画

ＬＬⅢで示した考え方をもとに表９，１

０，１１に中学１，２，３年生を対象に精選した学

習内容の指導計画を示した。

中学１年生段階では表９に示した内容を大旨

できることを目標にして行う。２年生段階に入

り（表10）１年の内容を反復精練させながら

１，２年の内容を正確にできるようにさせる。
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３年生段階(表11)では２，３年の内容を反復精練

させるとともに試合や互格練習が巧承にできる

ようにさせる。加えて試合運営や審判をスムー

ズに行えるようにする。

２指導案・

中学１年生の指導計画（表９）をもとにして

15時限分の指導案をNbL1～Nq9に示した。

骨子としては早期から限られた技（基本打

突，引き技，連続技）を用いて互格練習や試合

ができるように配慮した。２，３年生の指導案

はここでは提示しないが，指導計画（表１０，１

１）をもとに１年生と同じように作成されたい。

尚１，２年生では大旨10回目，３年生では７

回目当りに進歩の度合いを知らせるためにＶＴ

Ｒなどを利用することも考えられたい。

－結論一

中学生段階における正課剣道指導では正しい

剣道，すなわち「剣道らしい動作で攻防動作が

できる」（その場で叩き合い，なぐり合いとな

らない）ように指導しなければならない。その

ためには準備局面として述べた内容，並びに主

局面として述べた①しかけて相手を打つ。②相

手の打突をｶﾕわすを中心に反復学習させること

が極めて重要である。学年が進むにつれて③相

手の打突をかわして打つ技術を学習させるが，

本稿で述べた技術にとどめて，できる限り低学

年で指導した内容を反復学習させることが能率

的，効果的であり，かつ重要である。

尚，本論文中における中学生１年生の指導案
１５）

lま三橋や恵士，村瀬が著した「剣道」を参考

にし，恵士が改訂したものである。また本論文


